
 

１．件名：特定兼用キャスクの設計の型式証明等に係る審査会合への対応について 

 

２．日時：令和３年１月１４日 １６：２０～１６：５０ 

 

３．場所：原子力規制庁 ９階Ｃ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

 

４．出席者（※・・ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

岩田安全管理調査官、立元管理官補佐、中野上席安全審査官、深堀上席安全審査

官、松野上席安全審査官、石井主任安全審査官、田澤審査チーム員 

 

三菱重工業株式会社： 

原子力セグメント 機器設計部 主席プロジェクト統括 他７名※ 

   

５．要旨 

（１）三菱重工業株式会社（以下「三菱」という。）から、本日の審査会合（第７回特定

兼用キャスクの設計の型式証明等に係る審査会合）において、以下のとおり、議

論された事項の確認があった。 

 

 （遮蔽） 

 ○ MCNP5 コードを遮蔽解析に使用することの妥当性について、許認可審査における

使用実績や根拠としている文献の妥当性等も含め、系統立てて再度説明すること。 

 

（閉じ込め） 

  ○ リークテスト判定基準について、事業者の運用上の目安であるとのことである

が、それ以外の運用上の管理値も含めて、どのような形で、電気事業者が行う特

定兼用キャスクの使用に係る設置（変更）許可申請への引き継ぎ事項として整理

すべきか再検討すること。 

 

（２）原子力規制庁は、上記の確認事項に関する説明資料の作成を依頼するとともに、本

日の審査会合における議論を踏まえ、引き続き確認を行うことを伝えた。 

 

（３）三菱より、本日の議論を踏まえた説明資料の作成等について、了解した旨、回答が

あった。 

 

６．その他 

提出資料なし 

以上 


